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株式会社 農林漁業成長産業化支援機構 
  



 
 

１．会社の現況に関する事項 

（１）事業の経過及びその成果  

デフレ脱却に向けた動きを確実なものにし、将来に向けた発展の礎を再構築する

「日本再興戦略改訂2015」（平成27年6月30日）が策定され、経済政策は、デフレ脱却

を目指して専ら需要不足の解消に重きを置いてきた「第一ステージ」から、人口減少

下における供給制約を乗り越えるための対策を講ずる新たな「第二ステージ」に入っ

たとされています。この中で、農林水産業の成長化のためには、６次産業化等の推進

により、マーケットインの発想に基づき、需要と供給を結ぶバリューチェーンを高度

化させることが必要とされています。 

当社は、平成24年に制定された「株式会社農林漁業成長産業化支援機構法」に基づ

き、農林漁業者が行う６次産業化の取組を支援することを目的として、平成25年２月

１日に開業致しました。  

平成27年度においては、新たに１件のサブファンド及びそのサブファンドへの支援

内容について、農林水産大臣の認可を経て支援決定するとともに、２件のサブファン

ドについて契約が終了しました。これにより、支援決定は50件、総額730億２百万円

（うち当社出資額365億１百万円）となりました。この支援決定に基づく投資事業有限

責任組合契約は、51件、総額670億２百万円（うち当社出資額335億１百万円）となり

ました。 

また、第１期から今期までの通算で、これらサブファンドのうち、37サブファンド

からの計96件（うち８件は協調出資、２件は既出資事業体への増資、２件は後日辞

退。）の６次産業化事業体への出資に対する同意要請について、同意決定をしまし

た。この他、当社として初めて、２件、15億１百万円の直接出資決定をしました。こ

れらのうち、43件、約38億５千６百万円（うち当社出資額約24億９千８百万円）につ

いては、当期中に出資をしました。これにより、これまでの出資総額は約63億８千９

百万円（うち当社出資額約37億６千４百万円）となりました。更に、当期中に、12件

の６次産業化事業体に対し、当社から総額６億９千２百万円の資本性劣後ローンを実

行し、これまでの融資総額は８億８千２百万円となりました。 

加えて、前期に引き続き、農林水産省の補助事業である「６次産業化中央サポート

センター事業」を実施し、６次産業化中央サポートセンター事務局として、241人のプ

ランナーを活用し、６次産業化に取り組む農林漁業者等のサポートを致しました。 

このほか、これまでに業務提携に関する覚書を締結した10組織とともに、引き続き

協力して６次産業化に取り組む事業者を支援することと致しました。 

このような活動の結果、当期の業績は、経常損失約11億６千１百万円（前期約10億

円）、当期純損失約11億６千５百万円（前期約10億４百万円）となりました。  
 

（２）設備投資等の状況  

当期の設備投資につきましては、ソフトウェアの取得等を行いました。その結果、

当期の設備投資額は、約1.9百万円となっております。  
 

（３）資金調達の状況  

当期は、増資、借入を行いませんでした。 
 

（４）対処すべき課題  

当社では、平成28年度においても、機構法の趣旨に則り、６次産業化の推進による

農林漁業の成長産業化を図るため、サブファンドと連携し積極的に投資活動を進めて

まいります。加えて、投資額が大きく、効果が広範に及ぶなどサブファンドに委ねる



 
 

ことが適切でないと判断される場合には、直接出資を積極的に活用するほか、支援基

準の改正に伴う出資対象の追加なども踏まえ、これまで以上に多様な６次産業化の取

組を支援してまいります。また、農林漁業者が中心となって組成する案件、輸出案

件、地域に跨る案件等の多様な案件の発掘にも積極的に努めてまいります。投資の実

施に当たっては、６次産業化への取り組みが成長するまでに長期間を要する特性を踏

まえ、中長期的な観点での資金回収が必要となること等についても確認しつつ、政府

の定める支援基準を遵守してまいります。投資後については、サブファンドと連携

し、適切な役割分担のもと、サブファンドが行う６次産業化事業体に対するハンズオ

ン支援に協力する等のフォローアップを実施することで、関係投資先企業の価値の向

上を図ります。その中で、当社の設立目的の実現のため、個別案件の政策性を十分考

慮しつつ、当社全体の中での収益性が確保されるようなポートフォリオマネジメント

を行ってまいります。 

このほか、政府系機関や事業会社等との業務提携を推進し、６次産業化事業体を支

援するネットワークの構築を更に進め、案件発掘や事業体への支援充実を図るととも

に、行政機関や各経済団体等との連携のほか、様々な企業や人材との連携強化にも、

引き続き、努めてまいります。 

また、このような今後の当社の事業活動の拡大を支えるため、職員及びサブファン

ドの案件組成及び経営支援能力の向上等農林漁業成長産業化ファンド業務を担う人材

の育成、組織体制の整備を進める等、投資基盤の更なる充実を図ることにより、投融

資案件を着実に増加させてまいります。 
 

（５）財産及び損益の状況  

（単位：千円） 

区  分 
第 １ 期 

(25.1.23～
25.3.31) 

第 ２ 期 
(25.4.1～
26.3.31) 

第 ３ 期 
(26.4.1～
27.3.31) 

第 ４ 期 
(27.4.1～
28.3.31) 

経 常 損 失 119,023 723,426 1,000,418 1,161,600 

当 期 純 損 失 119,224 727,226 1,004,218 1,165,621 

１株当たり当期純損失(円) 970 1,143 1,578 1,832 

総 資 産 31,735,921 31,061,559 30,058,924 28,889,518 

純 資 産 31,680,775 30,953,549 29,951,330 28,785,708 

１株当たり純資産額(円) 49,812 48,669 47,090 45,257 
 

（６）重要な親会社及び子会社の状況  

① 親会社との関係  

該当事項はありません。  

② 重要な子会社の状況  

会社名 出資比率 主要な事業内容 

株式会社食の劇団 50.0％ 
日本産農林水産物のブランディング

及び海外販路拡大 

株式会社ビースマイルプロジェクト 40.0％ 
牛肉等を活用した外食事業及び関連

事業の拡大 

  

（７）主要な事業内容  

当社の主な事業は次のとおりとなっております。  

① 支援対象事業者（６次産業化・地産地消法に基づく総合化事業計画の認定事業者）に



 
 

対する出資 

② サブファンド（支援対象事業者に対し資金供給その他の支援を行う団体）に対する出 

資 

③ サブファンドに対する基金の拠出 

④ 支援対象事業者に対する資金の貸付け 

⑤ 支援対象事業者が発行する有価証券及び支援対象事業者が保有する金銭債権の取得 

⑥ 支援対象事業者に対する金銭債権及び支援対象事業者が保有する金銭債権の取得 

⑦ 支援対象事業者の発行する社債及び資金の借入れに係る債務の保証 

⑧ 上記②の資金供給その他の支援に関し、契約内容の適正化その他当該資金供給その他

の支援の対象となった対象事業者の保護を図り、及び我が国農林漁業の安定的な成長発

展の見地に立った対象事業活動支援を行うため必要なサブファンドに対する指導、勧告

その他の措置 

⑨ 対象事業活動を行い、又は行おうとする事業者に対する専門家の派遣 

⑩ 対象事業活動を行い、又は行おうとする事業者に対する助言 

⑪ 保有する株式、新株予約権、持分又は有価証券の譲渡その他の処分 

⑫ 債権の管理及び譲渡その他の処分 

⑬ 上記①～⑫に掲げる業務に関連して必要な交渉及び調査 

⑭ 対象事業活動及び対象事業者に対し資金供給その他の支援を行う事業活動を推進する

ために必要な調査及び情報の提供 

⑮ 上記①～⑭に掲げる業務に附帯する業務 

⑯ 上記①～⑮に掲げるもののほか、機構の目的を達成するために必要な業務 

 

（８）主要な営業所  

① 本社  

東京都千代田区大手町一丁目５番１号  

② 主要な子会社の事業所  

会 社 名 所 在 地 

株式会社食の劇団 東京都千代田区 

株式会社ビースマイルプロジェクト 鹿児島県鹿児島市 

 

（９）従業員の状況（平成28年３月31日現在。出向者含む。契約社員を除く。） 

従業員数 前期末比増減 平均年齢 平均勤続年数 

４０名 ▲２ 名 ４３．４歳 １．７年 

 

（10）主要な借入先（平成28年３月31日現在） 

該当事項はありません。 

 

（11）会社の現況に関するその他の重要な事項  

該当事項はありません。  

 

２．会社の株式に関する事項（平成28年３月31日現在）  

（１）発行可能株式総数 4,000,000株  
 

（２）発行済株式の総数   636,040株  

 

（３）株主数 11名  



 
 

 

（４）大株主 

株  主  名 当社への出資状況 

持 株 数 出資比率 

財務大臣 600,000 株 94.33 ％ 

カゴメ株式会社 6,000 株 0.94 ％ 

農林中央金庫 6,000 株 0.94 ％ 

ハウス食品グループ本社株式会社 6,000 株 0.94 ％ 

味の素株式会社 4,000 株 0.62 ％ 

キッコーマン株式会社 4,000 株 0.62 ％ 

キユーピー株式会社 4,000 株 0.62 ％ 

株式会社商工組合中央金庫 2,000 株 0.31 ％ 

日清製粉株式会社 2,000 株 0.31 ％ 

野村ホールディングス株式会社 2,000 株 0.31 ％ 

トヨタ自動車株式会社 40 株 0.01 ％ 

 

（５）その他株式に関する重要な事項（平成28年３月31日現在） 

該当事項はありません。 
 

３．会社の新株予約権に関する事項 

該当事項はありません。 
 

４．会社役員に関する事項  

（１）取締役、監査役の氏名等（平成28年３月31日現在） 

会社における地位 氏名 重要な兼職の状況 

取 締 役 会 長 堀  紘一 
株式会社ドリームインキュベータ 

代表取締役会長 

代表取締役社長 大多和 巖  

取 締 役 専 務 古我 繁明  

取 締 役 常 務 村  和男 
村・宮舘法律事務所 

國學院大學法科大学院教授 

取 締 役 常 務 長友 哲次  

取    締    役 阿部 禧一 
阿部禧一税理士事務所 代表 

全国農業経営専門会計人協会 代表理事 

取    締    役 大西 茂志 全国農業協同組合中央会 常務理事 

取    締    役 古関 和則 全国漁業協同組合連合会 専務理事 

取    締    役 箕輪 光博 林業経済研究所理事長 

取    締    役 藤井 豊明  ハウス食品グループ本社株式会社 取締役 

監    査    役 篠原  修 
政策研究大学院大学 名誉教授 

東京大学 名誉教授 

（注１）取締役の阿部禧一、大西茂志、古関和則、箕輪光博及び藤井豊明の５氏は、会社法第２条第15号に定め

る社外取締役であります。また、監査役は、会社法第２条第16号に定める社外監査役であります。  

（注２）取締役の箕輪光博氏は、平成27年６月に大日本山林会会長、平成28年２月に日本林業協会理事を退任し

ております。 

 



 
 

（２）取締役及び監査役の報酬等の額 

区  分 支 給 人 数 報酬等の額 摘  要 

取 締 役 ９ 人 76,824千円 社外取締役１名は報酬辞退 

監 査 役 １ 人  2,000千円  

計 10 人 78,824千円  

 

（３）社外役員に関する事項  

① 重要な兼職先と当社との関係  

該当事項はありません。  

② 主要取引先等特定関係事業者との関係  

該当事項はありません。 

③ 当事業年度における主な活動状況(農林漁業成長産業化委員会における活動を含む。) 

区  分 氏  名 主な活動状況 

取  締  役 

兼 

農林漁業成長産業化委員 

阿部 禧一 

当事業年度開催の取締役会（書面決議

を含む。以下同じ）14回全て、農林漁

業成長産業化委員会18回全てに出席。

農業会計の専門家として、社外の立場

から発言。 

取  締  役 

兼 

農林漁業成長産業化委員 

大西 茂志 

当事業年度開催の取締役会（書面決議

を含む。以下同じ）14回のうち8回、

農林漁業成長産業化委員会18回のうち

11回に出席。農業代表として、社外の

立場から発言。 

取  締  役 

兼 

農林漁業成長産業化委員 

古関 和則 

当事業年度開催の取締役会（書面決議

を含む。以下同じ）14回のうち12回、

農林漁業成長産業化委員会18回のうち

17回に出席。水産業代表として、社外

の立場から発言。 

取  締  役 

兼 

農林漁業成長産業化委員 

箕輪 光博 

当事業年度開催の取締役会（書面決議

を含む。以下同じ）14回のうち13回、

農林漁業成長産業化委員会18回のうち

17回に出席。林業代表として、社外の

立場から発言。 

取  締  役 

兼 

農林漁業成長産業化委員 

藤井 豊明 

当事業年度開催の取締役会14回全て、

農林漁業成長産業化委員会18回全てに

出席。食品産業代表として、社外の立

場から発言。 

 

監  査  役 

 

篠原  修 

当事業年度開催の取締役会（書面決議

を含む。以下同じ）14回のうち13回、

農林漁業成長産業化委員会18回のうち

17回に出席。学識経験者としての経験

を活かし、社外の立場から発言。 
（注）当社は「株式会社農林漁業成長産業化支援機構法」に基づき設立された株式会社であり、同法第15条によ

り、対象事業活動支援の対象となる対象者又は対象事業活動支援団体及び当該対象事業活動支援の内容並び

に株式等又は債権の譲渡その他の処分の決定等は、取締役会から農林漁業成長産業化委員会に委任されたも

のとみなされています。 



 
 

 ④ 責任限定契約の内容の概要  

当社は、定款において、社外取締役及び社外監査役との間で責任限定契約を締結する

ことができる旨の規定を設けております。当社は、当該定款に基づき、社外取締役及び

社外監査役全員との間で、当該役員がその職務を行うにつき善意でありかつ重大な過失

がなかったときは、会社法第425条第１項に定める最低責任限度額を限度として、損害

賠償責任を負担する旨の責任限定契約を締結しております。  

⑤ その他会社役員に関する重要な事項  

該当事項はありません。  

⑥ 記載内容についての社外役員の意見  

該当事項はありません。  

 

５．会計監査人の状況  

（１）会計監査人の名称  

PwCあらた監査法人  

 

（２）責任限定契約の内容の概要 

該当事項はありません。 

 

（３）当該事業年度に係る会計監査人の報酬等の額（消費税を含みません。） 

区 分 金 額 

会計監査人としての報酬等の額 5,560千円 

 

（４）非監査業務の内容  

該当事項はありません。  

 

６．業務の適正を確保するための体制等の整備について  

当社は、会社法及び会社法施行規則の定めに従い、取締役会において、取締役の職務の

執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他株式会社の業務の適正を

確保するために必要な体制の整備について、次のとおり決議（平成25年５月27日取締役会

決議）し、以下の体制の下で、適正に業務を遂行しております。  
 

（１）職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制  

① 役職員が事業活動のあらゆる局面においてコンプライアンスを最優先する体制の構築

を目的として、取締役会決議により「コンプライアンス規程」を定めています。 

ア．当社は、「コンプライアンス規程」に基づき、コンプライアンスを統括する部署を

設置し、各部署におけるコンプライアンス推進の体制を整備するとともに、コンプラ

イアンスの実施状況についてコンプライアンス規程に基づいて社内に設置されるコン

プライアンス委員会に定期的に報告しております。 

イ．当社は、役職員が遵守すべき法令及び社内ルールの具体的内容を明示した「コンプ

ライアンス・マニュアル」を整備し、研修等によりコンプライアンスの徹底を図って

おります。 

ウ．当社は、法令又は社内ルールの違反が生じた場合の報告ルールを定めるとともに、

通常の報告ルートのほかに社内にホットライン（内部通報制度）を設け、その利用に

付き役職員に通知しております。 

 



 
 

エ．これらに加え、平成27年度中に、 

（ア）事例、具体例等を補完するコンプライアンス・マニュアルの改訂 

（イ）コンプライアンス研修の充実 

（ウ）コンプライアンス・アンケートの定期的な実施 

（エ）コンプライアンス相談日の設置 

 等を行い、個々の役職員のコンプライアンス意識につき、更なる徹底を図ってまいり

ました。 

オ．平成28年度においては、前年度の実施状況及びその効果を検証し、引き続き、継続

して実施を行うほか、業務体制を再整備し、コンプライアンスの更なる向上を図って

まいります。 

② 当社は、市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力及び団体に対しては、警

察や弁護士等とも連携して、毅然とした姿勢で組織的に対応することとしております。 

③ 当社は、内部監査に関する「内部監査規程」を定め、被監査部門から独立した内部監

査部門（監査室）が実効性のある内部監査を実施しております。 
 

（２）リスク管理に関する体制 

① 業務執行に係るリスクの把握と管理を目的として、取締役会決議により「リスク管理

規程」を定めています。 

② 当社は、「リスク管理規程」に基づき、リスクの低減と防止のための活動及び危機発

生に備えた体制整備を行っております。 

③ 重大な危機が発生した場合には、代表取締役社長を本部長とする危機管理本部を速や

かに組織し、危機への対応とその速やかな収拾に向けた活動を行います。 
 

（３）取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制 

① 取締役会は、適切に経営管理を行います。 

② 当社は、「組織規程」及び「職務権限規程」に基づいて業務運営を行う体制とし、分

業体制による業務の専門化・高度化を図っております。また、こうした体制の中で、重

要度に応じて職務権限を委任できることとし、意思決定手続の機動性向上を図っており

ます。 
 

（４）取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制 

当社は、「文書管理規程」を定め、重要な会議の議事録等、取締役の職務の執行に係

る重要な文書等は、同規程の定めるところに従い、適切に保存及び管理を行っておりま

す。 

 

（５）当社グループにおける業務の適正を確保するための体制 

当社は、株式会社農林漁業成長産業化支援機構支援基準（平成24年12月11日農林水産

省告示第2556号）に基づき、サブファンドが同支援基準に規定する事項に則して対象事

業活動に対する支援を行っているか否かを確認するとともに、サブファンドに対し必要

な監督を行っております。 

① 重要な意思決定に係る機構の同意  

当社は、サブファンドとの組合契約その他契約において、対象事業者に対する出資又

は当該出資に係る株式若しくは持分の譲渡その他の処分の決定を行うときは、あらかじ

め、当社の同意を得ることを定めなければならないこととしております。 

② 報告の徴収等  

当社は、定期的に、又は必要に応じて、サブファンドの出資者であってその業務を執



 
 

行する者（以下「業務執行者」という。）に事務の処理の状況その他事項に関し報告を

させ、又はサブファンドの業務及び財産の状況を検査するものとしております。 

③ 指導、勧告その他の措置等  

当社は、必要に応じて、株式会社農林漁業成長産業化支援機構法の規定による指導、

勧告その他の措置を行うものとし、当該サブファンドが当該措置に従わないときは、業

務執行者の解任の提案その他の措置を行うものとしております。 

 

（６）監査役の監査に対する体制 

① 監査役への報告に対する体制 

ア．当社は、役職員が当社の業務執行の状況その他必要な情報を監査役に報告する体制 

 を整えております。 

イ．当社は、役職員が当社の信用又は業績について重大な被害を及ぼす事項若しくはそ

のおそれのある事項を発見した場合にあっては、監査役に対し当該事項を報告する体

制を整えております。 

ウ．当社は、監査役が職務の遂行に必要となる事項について、役職員に対して随時その 

 報告を求めた際に、当該報告を求められた者は当該事項を報告する体制を整えており

ます。 

② 監査役の職務を補助すべき職員に関する事項 

ア．監査役の求めに応じて、監査役の職務を補助すべき職員を監査に必要な事務に就か

せるものとしております。 

イ．監査役の職務を補助する使用人の人事など当該使用人の独立性に関する事項は、監

査役の意向を尊重しております。 

③ 監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制 

上記項目に加え、監査役に対して、代表取締役、会計監査人との定期的な会合開催を

確保しております。 

 

 

 

 

本事業報告に記載の金額等は、表示単位未満の端数を切り捨てて表示しています。 

  


